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会社概要 
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社   名 株式会社モスフードサービス 

本社所在地 東京都品川区大崎 ThinkPark Tower ４階  

設立年月日 １９７２年７月２１日 

事業内容 モスバーガーの全国展開 
 （１４０９店舗 ※平成27年1月末現在） 
 その他飲食業 

財団 森川
タイプライターテキスト
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アレルゲン情報の提供① 
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ホームページ画面 

メニューから 
   調べる 

アレルギーから 
     調べる 
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アレルゲン情報の提供② 
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ダウンロード情報 一覧から 
   調べる 
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アレルゲン情報の提供③ 
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ＰＯＳレジスターからの出力 

メニューから 
   調べる 

アレルギーから 
     調べる 
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アレルゲン情報の提供④ 
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お客様相談室へのお問い合わせ 

＜お問い合わせの事例＞ 

・卵使用とあるがパンとお肉どちらに使われているか？ 
・卵の使用量はどれくらいか？ 
・醤油以外で小麦が使われているか？ 
・ でん粉の由来も含め、原材料にじゃがいもが使われている商品は？ など 

 ～トラブルの事例～ 
 ・お客様がサラダだけなら小麦は入ってないと判断して食べてしまった。 
   →トッピングに小麦のコンタミがあった 
 ・マヨネーズ抜きのオーダーだったが、マヨネーズを入れてしまった。 
 ・店舗でオーダーを間違えて提供してしまった。 など 
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＜お客様対応の心得＞  

①曖昧な答え、自己判断は絶対しない。 
②レジスターから、アレルギー情報をプリントアウトしてお渡しする。 
③お買い上げはお客様に判断していただく 。 
 
お客様が発症したら・・ 
①病院に行くことをすすめる。 

②お客様の連絡先を聞き、その後の対応について本部に連絡す
る。 
*店舗内であれば、救急車の手配も考慮する。 
 
 

 ～お客様対応の教育について～ 
   店舗衛生監査を年２回実施。 
   毎回、内部監査員がレジ担当者にアレルギーについて質問し、 
   正しく受け答えができるかテストする 

アレルゲン情報の提供⑤ 
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アレルゲンの表示内容 
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【ホームページ・携帯サイトでの閲覧】 
 
●：原材料に使用しているもの 
△：店舗で揚げ油を共有しているもの 
▽：店舗で調理器具を共有しているもの 
◇：工場の製造設備を共有しているもの 
－：原材料に使用していないもの 
 

【ＰＯＳレジ】 
 
○：使用 
△：工場・店舗に由来 
－：不使用 
 
 
 
 

財団 森川
タイプライターテキスト
４/５



      MOS FOOD SERVICES, INC.  

店舗のコンタミネーションについて 
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＜店舗での取り組み＞ 

・トングやバット等の調理器具は洗浄したものを専用で使用する 
・トングを使用する食材は触らない 
・他の作業に移る時の手洗いを励行 
 
 

           製造エリアは共有している 
 
 

～アレルギー情報一覧表～ 

  本来その商品に使用しない食材が製造工場や店舗で付着・混入する場合があり、 

  店舗により一部の食材が異なる場合もあるなど絶対的なものではありません。 

  ご購入は担当医とご相談のうえ、お客様ご自身が最終的にご判断ください。 

～レジスターのレシート～ 

  製造工場や店舗で偶然に接触・混入する場合があります。 

注意喚起 
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特定原材料 7品目（卵・ 乳・小麦・えび・かに ・そば・落花生 ）
を原材料に使用しないメニュー 

低アレルゲン商品の取り組み 

モスライスバーガー＜ポーク＞ 

 低アレルゲンバーガー＜ポーク＞  低アレルゲンドッグ＜ポーク＞ 

2009年12月～ 

2014年7月～ 
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